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シンポジウム１：「脳卒中・循環器病対策基本法成立で何が変わるのか」

脳卒中・循環器病対策基本法成立で何が変わるのか？
−循環器疾患治療の立場から−
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要 旨 脳卒中・循環器病対策基本法が2018年12月に成立し，循環器領域においても診療や研
究の大きな発展が期待されている．日本循環器学会では，2016年に「脳卒中と循環器

病克服５ヵ年計画」を策定し，健康寿命の延伸を大目標に掲げた．本計画では，診療体制の整備・
人材育成・予防啓発・疾患登録・研究の活性化を５戦略と定めている．今回の基本法成立により，
この５戦略がより強力に推進されることが期待される．
　まず「医療体制の充実」だが，とくに心不全は，わが国においては超高齢化とともに患者数，
死亡者数とも急増している．心不全に対しては，急性期ばかりでなく，退院後の回復期，慢性期
をシームレスに診療するために，包括的医療体制の充実が重要となってくる．そのためには循環
器の専門医ばかりでなく，多くの職種の「人材育成」が必要である．また，循環器疾患において
も，正確な患者数や診療の実態を把握することは，医療の発展の基盤として不可欠であり，全国
レベルの「疾患登録」が今後いっそう重要になってくる．「予防啓発」活動の一環として，わか
りやすい心不全の定義を決め，心不全の予防・啓発に努めているが，国民への浸透度はまだ十分
とはいえず，今後さらに国や地方自治体とも協力しながら，予防啓発活動を活発化していく必要
がある．そして，基礎研究の停滞が叫ばれている昨今であるが，画期的な治療法開発には「研究
の活性化」が必須である．今後法案の成立により，基礎や臨床の研究・開発が発展することが期
待される．
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はじめに

　脳卒中・循環器病対策基本法が2018年に成立し，
循環器領域においても診療や研究の大きな発展が期
待されている．日本循環器学会では，2016年12月「脳
卒中と循環器病克服５カ年計画」を策定し，健康寿

命の延伸を大目標に掲げた．本計画では，診療体制
の整備・人材育成・予防啓発・疾患登録・研究の活
性化を５戦略と定めている（図１)１）．
　今回の基本法成立により，この５戦略がより強力
に推進されることが期待される．
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